
平成３０年７月豪雨災害に係る住民説明会 質疑応答の概要 

日時：令和元年５月１２日（日） １４時～１６時 

場所：本郷小学校 体育館 
発言順 質問 発言者 回答・発言要旨 備考 
１ 川土手全体の構造がどのようになっているのか 県 これまでに地元と協議・確認をしていたのは２箇所で

あった。質問を受けた箇所は現地を確認し，必要な対
策を行う。 

 

昨年の豪雨で水が吹き出た箇所はいくつあったのか。
県は２箇所把握していると思うが，我々が後で調査し
たところ５箇所あった。 

県  

ボーリングの深さ，地質，Ｎ値について 県 データを持ち合わせていないので，個別に相談を。  

ボーリングは３箇所以上必要ではないか 
点で捉えるのではなく，線で捉えてないといけないの
ではないか。 

復旧工事をするところは強化されるが，工事をしてい
ないところは弱くなる。そこから崩壊が始まることは
ないか。 

県 今回は災害復旧工事ということで，影響が大きい箇所
を国の補助で早急に復旧するとしている。それ以外の
ところは今後の話になる。 

 

土手からの排出容量について，新たに作られる側溝が
排出容量に耐え得る構造になっていないと思われる
が，どう対処するのか。 

県  

２ ロードマップに期日が入っていないが。 県 ロードマップで具体に示せていないが，現在は支川を
含めて樹木の伐採を含めた河道掘削に取り組んでい
る。河道掘削の状況を踏まえ，流下能力の評価をし５
ヵ年で河道を改修するということになっています。 

 

前回の説明会で，今年の出水期までに支川の対策を行
うとあったが，現状そこまで手が回っていないように
見える。 

県 これまで，仏通寺川，三次川，梨和川や尾原川など排
出量が顕著と思われるところはしゅんせつ工事してい
る。５月いっぱいまででそれらの川の工事が終わる予
定。引き続きほかの箇所でしゅんせつ工事をしなけれ
ばならないところはあるので，渇水期や秋口など引き
続き取り組んでいきます。 

 

３ 資料のＡ－Ａ断面図というのは沼田川か仏通寺川か。 県 沼田川本川の水位低下をイメージしたもの。具体的に
は納所橋付近の位置。 

 

小原大橋近くの補修工事，いつごろできるか教えて欲
しい。 

県 国土交通省が対応すると市より聞いており，個別に確
認してからかいとうします。 

 



４ 道路復旧について，仮設置している土のうに穴があい
て崩れかかっている。補修をしてもらえるのか。 

市 個別なことについては，現地を確認させて欲しい。工
事発注をしても取り手がいない状況だったりするが，
危ない箇所は放っておくことはできないので，災害復
旧推進室へ連絡をください。 

 

５ 仏通寺川の河道掘削が，思っている範囲の半分くらい
だと思うが。 

県 概略的な計画ではあるが，仏通寺川の河川激甚災害対
策特別緊急事業として予定しているのは資料のとお
り。 

 

６ 市営河崎団地から本郷団地までの河川掘削が未実施だ
が，いつまでに撤去するのか。 

県 現在，本郷団地付近を工事しており，今月中に終える
予定。次の箇所は秋以降に工事をします。 

 

７ 仏通寺川に，すでに砂が１ｍくらい溜まっており，流
木もオオサキ橋にたったままになっている。しゅんせ
つ工事をいつやってもらえるか，検討してください。 

県 現在，しゅんせつ中のためできる限りのことはやって
いきたい。 

 

８ 松原川に架かっていた橋がなくなっている。川の向こ
うに田や墓がある。いつになったら橋をつけかえてく
れるのか。 

市 個別なことについては，現地を確認させて欲しい。臨
時的な対応も含めてできる事はやらせてもらう。 

 

９ 土手の中が空洞化しているのではないか。土手のボー
リング調査をして土手の中がどのようになっているか
を確認して欲しい。 

県 ボーリングは実施している。地中２０ｍくらいまでは
砂地盤である。調査した資料やデータは後日提供させ
ていただき，地区の方とお話ししながら進めていきた
い。 

 

10 天井川の堤防の修復は済んだが，掘削工事は進んでい
ない。どうなっているか。 

県 ２月に工事発注をして，運動公園あたりの掘削をして
いる。今回工事箇所以外にも土砂の堆積場所は確認で
きるので，予算の確保に努め，できるだけやっていき
たい。 

 

天井川の幅を広げないと，同じような豪雨が来ると決
壊すると思うがいかがか。 

県 個別に詳細を教えて欲しい。できることはやってい
く。 

 

沼田東地区の排水機場のポンプが老朽化しているた
め，更新を考えて欲しい。 

市 調査をして機能の見直しを考えている。すぐに直せる
とは言えないが，メンテナンスをして性能をよくす
る。 

 

昔は沼田川土手を車が通ることがなかった。今は交通
量が多いので，たぶん空洞ができていると思う。 

県 個別に詳細を教えて欲しい。  

11 町内会，自治会単位での説明会をしてほしい。 県 河川激甚災害対策特別事業の説明については各地域に
出向いて説明したいと思っている。 

 



市 工事による通行規制などは回覧でお伝えしているが，
詳細なことなど個別にと言う話が町内会長からあれ
ば，出向いて説明をします。 

 

川の水位が 10cm～１ｍ10cm 下がることで床下浸水含め
てゼロになると説明があったが，そうは思えないが。 

県 沼田川流域は河川堤防構造になっており，市街地のほ
うが川より低い。川から水がこぼれると，逃げ場がな
く，浸水深が深くなっている。そういった河川の構造
上，水位低下をし，堤防から水があふれることがなけ
れば床下浸水含めてゼロになるという計画。 

 

12 仏通寺川は災害の後始末も済んでおらず，測量も済ん
でいません。災害や事故があってからでは遅いので，
予防をしっかりとして欲しい。 

 
要望のみ  

13 今の災害工事のめどが立ったら，旧国道の土手をブロ
ック，石垣やコンクリなどで補強工事して欲しい。 

 
要望のみ  

14 災害当日，沼田東町本市の指定避難所である第五中学
校に，子供を連れて避難した人がおり，少しの食料は
持って行ったが，２，３日雨になったら食べるものに
も困る。水位が腰の位置まである中，家に戻り食べ物
をとりに帰った。子育てのために避難について周知し
て欲しい。 

市 避難指示を出した時点で，公共的な避難所で 400 人ほ
ど収容できるため第五中学校を開設せざるを得なかっ
た。自主防災組織とも協議しながら公共施設だけでは
なくて，一時的に避難できるところがあればというの
も検討している。 
食料については，公共が用意する物には限りがあるた
め，各家庭で備蓄食料を準備いただき，非常時には食
料を持って避難していただきたい。 

 

15 昭和 20 年，42年と土手が決壊した。橋げたにごみが
いっぱいかかって決壊した。過去の教訓を踏まえた
ら，余り予算をかけなくてもできることはあるのでは
ないか。 

 
要望のみ  

16 仏通寺川の土砂撤去をしてもらったら，３年くらいは
持つが，５年も経てば元通りになっている。現状のま
ま維持できるよう，行政と住民が一緒になってできる
ことはないだろうか。 

 
要望のみ  

17 仏通寺川の茂ったままの木を切って欲しい。  要望のみ  

災害時の給水，自衛隊の給水車で水をまかなったが，
市として災害時の給水について困らないよう考えて欲
しい。 

市 給水はまず，病院関係を優先した後，市民の皆さまに
配らせてもらった。課題もいろいととあったので，今
後担当部署と検討していきたい。 

 



18 勤労者体育館，中央公民館，社会福祉センターが浸水
し，今現在も本郷地区は体育館が使えない。復旧をし
てほしい。 

 要望のみ  

 


